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  マイコンキットと電子工作キットの通販ショップ 
マイコンキットドットコム 
         www.MYCOMKITS.com 

PIC-P18-LCD2 バックライト付き液晶、LED、汎用スイッ

チ、RS232C 付き 18 ピン PIC マイコン開発ボードキット 

約 6mm 長で曲げ

 マイコンキットドットコムの「PIC-P18-LCD2 すぐに使える！バックライ

ト付き液晶、LED、汎用スイッチ、RS232C付き18ピンPICマイコン開発ボ

ードキット」は、マイコン開発時よく使われる16文字2行のバックライト付

き液晶表示器（LCD）とシリアル通信インターフェイス（RS232C）とPICマ

イコンICを標準で装備した18ピンPICマイコン用の開発ボードキット（ハ

ンダ付け必要）です。   
サンプルプログラムが書き込まれた PIC マイコン IC が実装されている

ので、袋から出してすぐに使えます（2 から 65000 までの素数を計算、

表示、シリアル出力するプログラムが書き込まれています。2014 年 12

月現在）。 

さらに開発ボードには簡単に手で切り離せるユニバーサルボードエリア

（穴あきボード：サイズ約 100×45mm）が付いているので、実験する回

路をマイコンボードと切り離し、それを装置に取り付けるなどすることで

遠隔操作も可能です。 

注記：回路図、基板写真入りで最新の製品マニュアル（PDF）はマイコ

ンキットドットコム WEB 上の製品ページからダウンロードできます。  
特長： 

・多くの 18 ピン PIC マイコン IC に対応（ピン配置は回路図参照）。サン

プルプログラム入り「16F1827」付き。 

・16 文字×2 行のバックライト付き液晶表示器（LCD）搭載 

・シリアルインターフェイス（RS232C）搭載 

・切り離せるユニバーサルボード(約 100x45mm）付き 

・ LCD を搭載したままでプログラムできる切替えスイッチ付き 

・内部電源回路として 5V と 3.3V を切替え可能 

・サンプルプログラム入り PIC マイコン IC「16F1827」付き 

・汎用スイッチと LED 搭載 

・各種外部回路・装置接続用 34 ピンソケット用端子  
仕様と機能： 

電源電圧 DC9V から 24V 

 軸径 2.1mm、外径 5.5mm の DC ジャックコネクタまたはターミナ

ルブロック使用。注意：いずれか一方に電源を接続してください。 

内部電圧の切り替え 内部でマイコン用電圧

を発生。電圧として 3.3V または 5V をジ

ャンパーピンにより設定可能（3 極のピ

ンヘッダ使用。J7）。 

液晶表示器 16 文字×2 行（LCD-1602-

5V：高輝度、バックライト付き） 旧製

品 PIC-P18-LCD の SUNLINK 社 製

LCD「SC1602」のコマンドと制御信号は互換性あり。 

 注意：コントラスト調整用ボリュームでコントラストを調整してくだ

さい。おおむね製作例の写真で 12 時の方向が最適です。ただし、

電源を 3.3V に設定した場合は、きわめて薄く、ほとんど見えませ

ん。 

シリアル D サブ 9 ピンコネクタ実装（メス） 

 INTERSIL 社製 ICL3232 使用 

 最大速度 250kbps 

 注意：マイコンとは接続されていません。使用する場合は、希望

するピンとシリアルインターフェース用のランド「TX」「RX」とのハ

ンダ付けが必要です。サンプルプログラムではポート A2 を「TX

（送信）、A3 を RX（受信）に接続しています。 

LED  テスト用 LED。ジャンパーピンと 1ｋオームを通して、ポ

ート B0 に接続。アクティブハイ。接続するか否かを J5 のジャン

パーピンにより設定可能。ジャンパーピンをつけた場合が「有効」。 

汎用スイッチ ポート A4 に 10ｋΩプルアップ抵抗とともに接続。アク

ティブロー。回路図参照。 

発振子 20MHｚのセラミック発振子使用 

プログラム用 ICSP 端子 6 ピン（注意：向きに注意） 

プログラムと実行切り替えスイッチ 

 プログラムする場合は、基板上の「PGM」側にスライド、実行する

場合は「RUN」側にスライド。 

出力端子 34 ピンソケット用端子。1 番がマイコンの 1 番ピンに

対応。回路図参照。 

 注意：ランドのみで、コネクタは付属しません。発振子が接続され

ている IC の 16 番、15 番ピンは接続されていません。使用する

場合は、ハンダ面の JP1、JP2 の角型ランドをそれぞれハンダで

ショートしてください。ショートした場合は、発振子は使用できませ

んので取り外してください。プログラムに使用する IC の 13 番、

12 番ピンはスライドスイッチ S3 経由で接続されています。 

ユニバーサルボード 約 100mm×45mm。2.54mm ピッチ。手で簡単

に切り離し可能（注：後述の「切断方法」参照）。両面基板使用。 

外部電源供給用端子 DC ジャック（J1）横に J2 端子（部品は付属しま

せん）として外部に入力電圧を引き出すためのランドが付いてい

ます。 

基板サイズ 約 100mm×100mm。両面基板。  
使用方法：  

電源接続：DC ジャックに 9V から 24V までの電池または DC 電源を接

続します。DC ジャックは、軸がプラス電位、軸径 2.1mm、外径

5.5mm のプラグをご使用ください。（注：キットに電源は含まれま

せん） 

PIC マイコン実装：サンプルプログラムが書き込まれた PIC マイコン

「16F1827」が実装されています。そのまま使用いただけます。ま

たは、希望する 18 ピンの PIC マイコン IC を挿入してください。

PIC マイコンを交換する場合は、液晶表示器のスペーサーのネ

ジ 2 個（基板上面）を取り外し、液晶表示器を取り外します。（注

意：IC のピン配置に注意してください） 

プログラム方法：電源をオフにし、スラ

イドスイッチ「PGM」側にして、

ICSP 端子にプログラミング装置

を挿入します。1 番ピンは写真

で左側です（スライドスイッチの

逆側）。電源をオンにして、プログラムします。 

実行方法：電源オフの状態で、ICSP 端子からプログラミング装置を取り

外します。次にスライドスイッチ「RUN」側にして、電源をオンにし

ます。 

コントラスト調整：必要に応じて液晶表示器のコントラ

スト調整用ボリューム（R7）を回し、最適なコン

トラストにしてください。注意：おおむね製作例

の写真で 12 時の方向が最適です。電源を

3.3V に設定した場合は、きわめて薄く、ほとん

ど見えません。注意：２０１６年７月梱包分から

液晶画面は背景が青、文字が白に順次置き換

えています。 

ユニバーサルボード部の切断方法：マイコン回路部との間に V 型の溝

が掘られているので、直角（または比較的鋭利な）板または机の

角に溝を合わせて、一方を固定し、もう一方を溝の長手方向にチ

カラができるだけ均等にかかるようにして、押すと簡単に折れて、

分離できます。（注意：切断する場合は、ユニバーサルボード部

分に部品を実装する前に切断してください。実装後でも分離でき

ますが、きわめて作業性が悪いです。）  
組み立て： 

組み立てる前に、部品リストの部品が入っているか確認してください。

製作時は、製品ページの製作例（カラー）を参照してください。 
基本的に背の低い部品（抵抗とダイオード）からハンダ付けしてください。

次に、背の高い部品（セラミック発振子、ピンヘッダ、LCD用コネクタ、

LED、ターミナルブロックなど）をハンダ付けします。電解コンデンサー

（C2）は製作例（右）の写真のようにマイナス側を下に

して横にし、向こう側にリード線を90度に曲げて実装

してください。電源レギュレータIC「LM317T」は。極性

のある部品はその極性に注意してハンダ付けしてく

ださい。LEDのカソード（リード線が短い）とPCBのシ

ルク印刷のフラットな線を一致させて、ハンダ付け

してください。電圧レギュレータIC「LM317T」はケー

ス下部から約6mmの位置で90度に曲げて実装しま

す（写真参照）。 

ユニバーサルボード（穴あきボード）部分に自由に

回路を組み立ててください。マイコン回路部分と簡

単に分離できるように基板両面に溝があります。  
デモプログラム（素数を計算、表示）の使用方法： 

出荷時は実装されているマイコン IC に液晶表示およびシリアル通信出

力の動作確認のために素数計算表示プログラムが書き込まれていま

す。電源スイッチ（スライドスイッチ S4）を ON 側にスライドさせると、

「Get prime number! Press Start 」と液晶画面に表示されます（文字が

発振子 
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薄く見えない場合は液晶画面のコントラストを調整してください）。スイッ

チ（S2）を押すと計算を始め、同時に 1 行目に素数の個数、2 行目に素

数の値を表示します。素数を計算する文字変数として LONG 型を使用

しているため値が 65536 を越えると 0 から再度計算を始めます。表示

と同時にシリアル通信コネクタから素数データを出力しています。ただ

し、通信用の端子はマイコンとは接続されていません。使用する場合は、

希望するピンとシリアルインターフェース用のランド「TX」「RX」とのハン

ダ付けが必要です。サンプルプログラムでシリアル通信を使用する場

合はポート A2 を「TX（送信）、A3 を RX（受信）に接続してください。PC

の設定は、9600bps、1 スタートビット、8 データビット、パリティなしです。

プログラムを製品ページで公開していますのでダウンロードして参照し

てください。 

  表示例 注意：２０

１６年７月梱包分から液晶画面は背景が青、文字が白に順次置き換え

ています。  
問合せ先 

注記：回路図、基板写真入りの製品マニュアル（PDF）はマイコンキット

ドットコム WEB 上の製品ページからダウンロードできます。  

付属のバックライト付き 16 文字Ｘ2 行の液晶パネルは多くの液晶パネ

ルで使用されている液晶ドライブＩＣ「」が使用されています。多くの電子

工作で使用されており、さまざまなサイトでデータシートや使用例が公

開されています。 

実際の設定手順や、使用方法は公開しています製作例のプログラム

（CCS 社製 C コンパイラで製作）をご参照ください。 

シリアル通信用の IC「ICL3232」のデータシートはメーカー（インターシ

ル）の WEB サイトからダウンロード可能です。 

関連する詳細資料は以下のマイコンキットドットコムの WEB サイトから

入手してください。 

 http://www.mycomkits.com 

不 明 な 点 は 下 記 の Email ア ド レ ス に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

support@mycomkits.com 

 
コネクタのピン配置一覧： 

シリアルインターフェイス（D サブ。RS232）用 J3 

 （9 ピン。回路図参照） 

ピン番号 内容 

１ 未使用、開放 

２ シリアル通信用 IC の送信出力 

３ シリアル通信用 IC の受信出力 

４ 未使用、開放 

５ グランド 

６ 未使用、開放 

７ シリアル通信用 IC のハンドシェーク信号送信出力 

（ただし IC 側でハンドシェーク信号受信信号と直結。回路図参照） 

８ シリアル通信用 IC のハンドシェーク信号受信出力 

（ただし IC 側でハンドシェーク信号送信信号と直結。回路図参照） 

９ 未使用、開放  
液晶表示器 LCD 用 J4（16 ピン。回路図参照） 

ピン番号 内容 

１ Vss（グランド） 

２ Vdd（5V または 3.3V。電源回路のジャンパーに依存） 

３ コントラスト 

４ RS（ポート B3 に接続） 

５ R/W（グランドに接続） 

６ E（ポート B2 に接続） 

７ データ０（未接続、開放）  

８ データ１（未接続、開放） 

９ データ２（未接続、開放） 

１０ データ３（未接続、開放） 

１１ データ４（ポート B4 に接続） 

１２ データ５（ポート B5 に接続） 

１３ データ６（ポート B6 に接続） 

１４ データ７（ポート B7 に接続） 

１５ バックライト用 LED のアノード（プラス） 

１６ バックライト用 LED のカソード（マイナス）  
プログラム用 J6（6 ピン。写真左側が 1 番ピン。回路図参照） 

ピン番号 内容 

１ Vpp/MCLR 

２ Vdd 

３ Vss(グランド) 

４ PGD 

５ PGC 

６ LVP（未接続、開放）  
外部接続用 J8（注：ランドのみ。部品なし）（34 ピン。回路図参照） 

ピン番号 内容 

１，３，５，７ マイコン IC の 1 番から 4 番ピンに接続。 

２，４ マイコン IC の 18 番、17 番ピンに接続（注意：J8

の 12 番から 18 番は LCD の 14 番から 11 番に

も接続）。 

６ 未接続、開放。JP2 を接続した場合、マイコン IC

の 16 番に接続。 

８ 未接続、開放。JP1 を接続した場合、マイコン IC

の 15 番に接続。 

９，１１，１３，１５ マイコン IC の 6 番から 9 番ピンに接続 

１０、１２、１４、１６ マイコン IC の 10 番から 13 番ピンに接続（注意：

LCD の 11 番から 14 番ピンにも接続） 

１７から３１の奇数ピン 未接続、開放 （自由にご利用ください） 

１８から２８の偶数ピン 未接続、開放 （自由にご利用ください） 

３０ 電源電圧 

３２ ５Ｖ 

３３、３４ グランド 

 

部品表 – PIC-P18-LCD2 

抵抗（1/4W） 

390 （ダイダイ、白、茶） R1 ............................................................................ 1 

330 （ダイダイ、ダイダイ、茶） R2 ................................................................ 1 

240 （赤、黄、茶） R3 ........................................................................................ 1 

10ｋ （茶、黒、ダイダイ） R4、5 ...................................................................... 2 

1ｋ （茶、黒、赤） R6 .......................................................................................... 1 

コンデンサー 

0.1uF（104） セラミック C1、3、4、5、6、7、8 ............................................... 7 

100uF 電解 C2 .................................................................................................... 1 

半導体 

16F1827  プログラム済み PIC マイコン IC U1 ........................................ 1 

1N4007  ダイオード D1, 2, 3.......................................................................... 3 

LED 赤 D4 ............................................................................................................. 1 

ICL3232 RS232C 用ドライバ IC U2 ............................................................ 1 

LM317T 電圧レギュレータ IC U3 ................................................................ 1 

その他 

U1 用 IC ソケット（18 ピン）  ............................................................................. 1 

U2 用 IC ソケット（16 ピン）  ............................................................................. 1 

セラミック発振子（3 ピン） X1 .......................................................................... 1 

10K 半固定ボリューム R7 ............................................................................. 1 

バックライト付き液晶パネル（16 文字 X2 行） ............................................ 1 

液晶パネル用 16 ピン 1 列ピンヘッダ（液晶パネル側に実装） ........... 1 

液晶パネル用 16 ピン 1 列ソケット（プリント基板側に実装） J4 ........ 1 

タクトスイッチ S1、2 ........................................................................................... 2 

スライドスイッチ（6 ピン。2 回路 2 接点。プログラム用） S3 ................ 1 

スライドスイッチ（3 ピン。1 回路 2 接点。電源用） S4 ............................ 1 

DC ジャックコネクタ（軸径 2.1mm、外径 5.5mm。軸がプラス） J1 ..... 1 

ターミナルブロック(2 極ネジ式端子) J2 ..................................................... 1 

D サブ 9 ピンコネクタ（メス） J3 ..................................................................... 1 

ピンヘッダ 6 ピン（J5 と 7 は 3 ピン 2 個に分割して使用） J5,6,7 ....... 2 

ジャンパーピン（J5, 7 用）  ............................................................................... 2 

ネジ(2.6mm 径) ...................................................................................................... 4 

スペーサー（11mm 長） ....................................................................................... 2 

PIC-P18-LCD2 プリント基板（K354）（サイズ約 100×100mm） ........... 1 
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プログラムと実行 

切替スイッチ（S3） 

手で簡単に切り離せる 

ユニバーサルボードエリア 

DC ジャックコネクタ（J1） 

電源スイッチ 

マイコン用内部電圧切替用ジャンパ

ー（写真は 5V 設定） 

外部電源 

供給用端子 

外観（LCD を取り外しています） 

液晶パネルを外した状態 

PIC マイコン 

ICL3232 シリアル 

通信 IC 

リセットスイッチ 

汎用スイッチ 

コントラスト調整 

ボリューム 

液晶パネルを固定する

2.6mm ネジ用 11mm 長のス

ペーサー2 個 

シリアルインターフェイス

（RS232C） 

J5 LED 有効、無効 

設定ジャンパー 

シリアル接続用ランド 

外部接続用 

ランド（J8） 

プログラム装置挿入 

コネクタ（J6） 
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注記：回路図、サンプルプログラム、基板写真入りの

製品マニュアル（PDF）はマイコンキットドットコム WEB

上の製品ページからダウンロードできます。 


